	第４講

	個人伝道


1. 一番基本的な段階 
　伝道戦略はタラッパン運動だと前の講で明らかにした。タラッパン運動がひとつのモチーフとなって、個人伝道を広げていかなければならない。直接個々人を探し歩き、伝道するだけではなく、タラッパンに関心を持ち、会いに来る人も主イエス･キリストを受け入れるようにする事、これがまさしく伝道である。Ⅰコリ１：２１のみことばに、神様は伝道の愚かさを通して救われることを願われていると記されている。
（１）霊的な親にならなければならない。受け入れするように助けた霊的な親を生涯忘れることはない。その人のたましいに問題があるか、本当に生まれ変わった新しいいのちであるか確認して、主を受け入れるようにし、新しく生まれるようにする。実際に出産の祝福を伝える人、教役者が非常に稀である。主を受け入れないで努力しても、ボランティアをしても、それは骨を折る労働に過ぎない。新しいいのちイエス･キリストを、その人が受け入れるようにしなければならない。福音ではない律法をどれほど強調しても、制度で縛っても、決してその人にいのちの豊かさが起こることはない。信仰生活は喜びの中で奉仕をすればするほど、もっと大きな喜びが起こる。
　「イエス･キリストを受け入れし、聖霊の導きを受けるようにしてくれた人」この人がまさに霊的な母である。イエス･キリストを受け入れれば、聖霊の導きを受けるようになる。聖霊の導きを受け始めると、驚くべき働きが起きる。聖霊の導きを受ければ驚くべき奥義を知るようになり、悟るようになる。

（２）ダニ１２：３に「多くの者を義とした者は、世々限りなく、星のようになる」と神様が約束された。このみことばによって、私たちは伝道と弟子とする働きに私たちの生涯をかけ、祈りの計画を立てていくことである。
２．伝道の実行

（１）最初に明らかな伝道対象者を置いて祈りましょう。

　伝道のチラシだけをを配ってくることは不信仰に近い。すべての民に福音を宣べ伝えることが伝道だが、配ってきなさいという意味ではない。全ての民が福音を受けなければならない人であるという事である。(例：ある人が６０人を置いて伝道しようと祈った。そして、継続的な祈りにより、その中の５９人が救いを受けた。)
（２）確かな祈りをすれば、機会を捕らえることが出来る。これがまさに聖霊の導きである。親が病気になったり、難しいことにあったりすることなどがまさに機会であるかも知れない。伝道をする前にイエス･キリストの御名で悪魔の勢力を縛り上げなければならない。(マタ１２：２８，２９)悪魔の勢力をまず縛り上げ、その人の心の門を閉じないように神様に切に求めなければならない。
（３）機会が来たら特別な祈りが必要である。もう一度言うと伝道者が自分自身の武装を点検して、神様の恵みと力を受けなければならない。断食祈り、特別に定めた祈りが必要である。使徒パウロも、大変な宣教地に行った時に断食した。その結果驚くべき神様の御力を体験した。(使１３章)
（４）確かな確信を持ち、大胆に出て行く。(ロマ10:10-15)

　聞いたことのない方を、どうして信じることができるでしょう。
（５）あかしを準備する。私のあかしが時に驚くべき力と能力となる。簡単に２～３分ぐらいで紹介することが出来る、あかしを準備することである。
（６）心で認め、口で告白するようにしなければならない。心で信じて義と認められ、口で告白して救われる。受け入れるようにしなければならない。告白するとそのたましいの中に聖霊が内住される。そのようにしたら、その人は新生と更新によるのである。

　接近する事と受け入れることは一番難しい。接近する前に確信する事は、その人に問題があるという事である。神様を知らない人は確かに問題がある。その人にある問題を、神様はよく知っておられる。それは人間の罪の問題である。伝道の一段階は、その人が問題を持っている罪人である事実を指摘することである。この接近を簡単にこなせば、その人がイエス･キリストを受け入れ易くなる。もしその人が受け入れをしなければ、タラッパン聖書勉強に招待して聖書と身近になるようにする。
３．障害と解決策
　福音を伝えるてみると、継続的な質問や非難をしてくる場合がある。

その時、

（１）まずその非難や質問を認め、熱心に耳に傾けて聞かなければならない。

（２）慌てたり驚いたりせずに、必ず論争しようとする心を捨てる。

（３）その人に謙遜に真実に答えを与える。

４．反対の質問の処理法

（１）ある人の中に「聖書の真理性」の可否を質問される人がいる。
　聖書は真理であり、「預言書」である。旧約のすべてが成就した。新約は成就されることを知らせ、また新しい預言が成されていっている。世の中のどのような経典も預言書ではない。聖書は確信するようにし、預言され成就する。Ⅱテモ３：１６は、神様の「霊感によって」記録されたのが聖書であると断言している。その質問をする者に、聖書の預言的な役割に対しあかしされればいい。成し遂げられていないことはひとつもない。Volt Wienが言うには「聖書は５０年経てば無くなるであろう」とずっと前に話した。しかし今はその預言が根も葉もない話であると判明し、彼は自殺した。

（２）「私はあまりにも罪が多い」と福音を回避する人がいる。
　その人に「義人はひとりもいない」と教えなければならない。逆に自分自身を罪人であると認めているあなたは、誰よりもましであると悟らせなければならない。イエス･キリストは罪人たちを呼ばれるために来られた。その方は、罪人を探しておられる。このような律法主義的な思考に捕らわれている人は、サタンの霊に支配されている。法廷を考えてみると、判事を中心に左右に検事と弁護士がいる。検事は罪人の罪を指摘して判事に言う。しかし弁護士はそのようにするしかなかったという事実を科学的に証明する。主がまさに私たちの弁護者であられる。
（３）「私は信じたいけれども信じられない」という人がいる。

　これは基本的に信仰がある。これは性格のためである。「あなたはもうすでに心では信じているという意味である。それゆえに今から口で告白をされればいい。」ロマ10:9,10で口で告白することがまさに信じることである。信じたいけど証拠がなく、体験がないという話だが、主イエス･キリストを「見ずに信じるものは幸いである。」と聖書は記録している。体験をしようとすると先に苦境に陥る。体験をしてこそ信じると言う人は、信仰が正しくない。それは低い水準であると話してあげるべきである。(ヨハ20:29,30)
（４）「信じたいが時間がない」と話す人

　理由が多い。職場、仕事、勉強のために忙しいという人。その人には教会に来てくださいと言うのではなく、主を受け入れるようにしてあげるべきである。そうすれば、その人は教会に行こうという心が生まれる。なぜならその人のたましいの中に聖霊が内住されているためである。無理やり教会に引っ張ってくることは、能力のある人がすることではない。「聞きなさい･･･言う人たち･･･あなたがたのいのちは、いったいどのようのものですか。あなたがたは、しばらくの間現れて、それから消えてしまう霧にすぎません･･･」(ヤコ4:13,14)と述べられている。「わたしは、恵みの時にあなたに答え、救いの日にあなたを助けた」(Ⅱコリ6:2) 「愚か者･･･おまえのたましいは、今夜おまえから取り去られる」(ルカ12:19,20) 「人のいのちは、全世界よりも尊い。」(マタ16:26) 「あすのことを誇るな。一日のうちに何が起こるか、あなたは知らないからだ。」(箴27:1)このような聖書の事実を確実に示してあげるべきである。
（５）「イエスを信じればあきらめなければいけないことがあまりにも多い」と言う人

　それは錯覚である。イェスを信じるものは「この地で100倍を受け」とある。(マル10:29,30)「人はたとい全世界を得ても、いのちを損じたら、何の得がありましょう。」(マル8:36,37)「もしだれでも世を愛しているなら･･･御父から出たものではなくこの世から出たものだからです。世と世の肉は滅び去ります。」(Ⅰヨ2:15-17)あまりにも華麗な物に誘惑を受けてはいけない。この地にあるものに執着すると、悲惨な人間となる。
　イエスを信じることは、世の中をあきらめることではなく、得ることである。

（６）「イエス･キリストを信じている人たちに失望した」人たちがいる。

　標準はイエス･キリストである。教会員が標準ではない。しかし認める。なぜなら自分自身にも問題があって、私のような人が教会にいるために、また変化していく途中であるためにそうであると話すべきである。

　「信仰の創始者であり、完成者であられるイエス･キリストから目を離さないで、」(ヘブ12:2)人から目を離さないでいてはいけないという。「すでに完全にされているのでもありません。ただ捕らえようとして、追求しているのです。」(ピリ3:12,14)どんどん変わっていく。
（７）「貧しく生活が大変だから」信じられないという人

　神様を信じればたましいの救いだけを得るわけでなく、生活の中でも祝福が起こる。(Ⅲヨハ1:2)内村鑑三は「イエス･キリストを信じ３年以内に、お金持ちになっていなければ、自分の内部でまた他の問題である不信仰があるためである」と言っている。主は貧しい者を探しに来られ、貧しい者を富む者とされるために来られたと聖書は記録している。

（８）「神様は信じているがイエスは信じられない」という人

　「これはわたしの愛する子、わたしはこれを喜ぶ」(マタ3:17)と神様がイエス･キリストに対して言われた。「もしあなたがたが、わたしのことを信じなければ、あなたがたは自分の罪の中で死ぬ」(ヨハ8:24)と言われた。神様を敬うように子を敬う事であると聖書に記録されている。イエス･キリストを見たものは神様を見たものであるとイエス･キリストが宣言された。
（９）「宗教はすべて同じである」と言う人
　すべての宗教が善を行おうと主張していることはすべて同じである。しかし人間が救いを受けることは、悪魔の手から救われることである。悪魔に勝つことは決して人間には出来ない。神様だけが出来る。なので神様が人として来られた。罪の贖いのために、罪の身代わりとなって死なれることによって悪魔の権威に打ち勝たれた。人がどうやって罪の問題を解決することが出来るのか。
　見識のある釈迦を信じていた住職達が言ったことは、「仏教は深く入っていけば救いがない」という事であった。

　「私が道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通してでなければ、だれひとり父のみもとに来ることはありません」(ヨハ14:6)
（１０）「キリスト教は教派があまりにも多い」という人

　それは決して悪いことではない。「器官は多くありますが、からだは一つなのです。」(Ⅰコリ12:20)キリストはひとつであり信じるものはいろいろである。

（１１）「私は罪がない」という人

　「すべての人は罪人です」(ロマ3:23)罪人とは神様を知らない人すべてを言う。

（１２）「通ってみても無駄だった」

　教会に通ってみただけで、イエス･キリストを信じたわけでは無かった。このように質問してみる。
（１３）「イエス･キリストを信じれば法事が出来ない」

　法事がどこから出てきたか。亡くなった先祖に対して、法事は中国の鋳物師という人から出てきた。彼が生前に親に孝行が出来なかった罪悪感から、法事をした事が今日韓国まで風習として伝わってきた。悪霊に仕え、法事をすることは韓国と中国とその近くだけである。人間は死ねば終わりである。地獄でなければ天国に行く。もう一度この世の中に来ることは出来ない。
　法事をすれば悪霊が集まる。(Ⅰコリ10:20)そうなので、祝福が臨むことがない。法事するのではなく、追悼礼拝を捧げる。
（１４）「死んだらそれで終わりだ」と言う人

　このような人は人生を勝手に生きる。しかし決してそのようには出来ない。(黙21:8，ヨハ14:1-4，ルカ16:19)に明白に聖書は地獄をあかししている。地獄がないという人にはっきりしていることは地獄に行くことだ。
（１５）「誠実に真実にさえ生きればいい」という人

　自分が正しい道であると歩いて行っても、行き着くところは死の道である。

「すべての人は罪人である」(ロマ3:23)
（１６）「狂信的だから」と言う人

　度を過ぎる表現であって、標準ではない(詩47:1，ヨハ8:47)
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